
Q1：４年間で卒業できる学生の割合を教えてください。
A1：申し訳ありませんが、公開できる統計データがありません。
関連する情報として山梨大学ファクトブックに各年度の在学生の内、
標準年限を超えて在籍している学生数（最低在学年限超過学生数）
があります。
工学部の最低在学年限超過学生数は、R１年度８３名、 R２年度８７名、
R３年度６８名、R４年度７４名となっています。
ただし、この人数は標準年限を超えて在学する理由は考慮しておらず、成績上の理
由の他、留学や心身の健康など全ての理由の学生の合計です。
また、各年度の人数はのべ人数であり、卒業するまで標準年限を複数年超えた学生
は複年度に計上されます。

また、工学部の各学年の休学者の統計データによると工学部の休学者
はR１年度２３名、 R２年度２２名、R３年度１８名、R４年度２５名であり、
休学率（全学生に占める休学者の割合）は１％から1.6％程度です。

未回答の質問１ 未回答の質問２

Q２：応用化学科の総合型選抜Ⅰにおいて実技は課されますか。

A２：応用化学科の令和５年度の総合型選抜Ⅰの検査内容は
「面接」「実技」「選択課題」です。詳しくは募集要項をご確認下さい。

山梨大学ホームページ［入試情報］－［学部入試・過去問題］にて
令和３年度および４年度入試の出題内容が公開されています。
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未回答の質問３

Q３：土木環境工学科の防災に対する研究活動で地方自治体と協力
して行っている活動があれば紹介して下さい。

A３：土木環境工学科では、地方自治体と連携して地域課題に取り組
むための専門機関として、学科教員で「地域防災・マネジメント研究セ
ンター」を組織しており、これまで以下のような活動を行っています。
・県・市町村・地域住民と連携した防災街づくり
・先端技術を利用したインフラ構造物の点検効率化
・地域住民や子供たちのための防災教育の仕組みづくり

上記の他にもこれまで１０年に渡って活動がなされており、詳細は下
記URLも御参照ください。
https://desire.yamanashi.ac.jp/

未回答の質問４

Q４：総合型選抜Ⅰの開始時間を教えてください。

A４：令和５年入試の総合型選抜Ⅰの集合時間は９時を予定していま
す。詳細は募集要項をご確認ください。
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